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  高知県における観光 PR 施策の提言 

1190415 入澤 未奈子 

高知工科大学 経済・マネジメント学群 

  

 

１． 概要 

 高知県の今後は観光業に期待ができる。しかし、高知県の

観光についての広告は旧メディア（本稿では紙媒体やメディ

ア）が主体になっているため、観光ホームページやSNS（Social 

Networking Service）等のインターネット広告が手薄である。

このことから、国内観光客に高知県の魅力が伝わりづらい。

そこで、本研究では高知県の国内観光客を対象とした PR 戦略

を提言することを目的とする。 

本研究の結果、若年層女性の需要が高知県にはあるにもか

かわらず取りこぼしていることが判明した。この点を解決す

るために観光客視点の情報を新メディア（本稿ではインスタ

グラムとホームページ）で発信していくことが重要だと考え

られる。この発信方法が成功することでターゲット層である

20から 34歳女性の県外観光客の集客を見込めると思われる。 

 

２． 背景 

人口減少で 15 年、高齢化で 10 年、全国に先行した高知県

は県内市場の縮小と県外資本進出により経営環境の厳しさが

増している。四国 4県で比べても高知県の経営環境が厳しい

ことは明確である。(図 2.1) 

また、高知県の産業構造比を見てみると第三次産業が 8割

を占め、第三次産業に頼りきりになっていることがわかる。

（図 2.2） 高知県の経営を立て直すには第三次産業の利益

を伸ばすことが必要不可欠なのだ。第三次産業の中でも本研

究では観光業に着目する。 

高知県は 2017 年都道府県魅力度ランキング 地元ならで

はのおいしい食べ物が多かった部門において 1位を獲得して

いる(じゃらんネット,2017 年)。 このことから、高知県の観

光業には可能性が見られ、収益が見込めるのではと考えられ

る。 

しかし、高知県の広告は旧メディアが主体で、情報拡散が

されにくい状況となっている。また、先行研究でも、高知県

の海外観光客を対象としながら、そこでの PR 方法も旧メディ

アが主体となっている（今井 等,2017 年）。 

 

図 2.1 人口動態調査 産業連関表 

 

 

 

図 2.2 高知県 産業別構造比 

 

 

３． 目的 

 本研究では、高知県の国内観光客を対象とした PR 戦略を提

言することを目的とする。 

 

４．研究方法 

 本研究を行うに当たって，文献調査とアンケート調査を行

った。 
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文献調査では、人口動態調査 産業連関表（高知県,2009）, 

高知県 産業構造比（高知県庁 2015）, 県外観光客入込数

（高知県庁,2011）, 旅行に対する関心度・行ってみたい旅

行（じゃらんネット,2017）, 2017 年 都道府県魅力度ラン

キング（じゃらんネット,2017）, 女性の旅行と情報収集に

ついての調査 (JTB 総合研究所,2014) , モバイル&ソーシャ

ルメディア月次定点調査(株式会社ジャストシステム,2017) 

等で分析した。 

アンケート調査では、ターゲット層における現在の高知県

についての認知度を検証すると共に、どういったものにター

ゲット層の需要があるのかを明らかにすることを目的として

行った。 

 

５．本研究のフレームワーク 

本研究で採用する PR 戦略を今までの広告法と対比させる

と以下の通りとなる（表 5.1,図 5.1）。 

広告は枠を購入し情報を載せるため高コスト、PR 戦略は口

コミで情報拡散していくため低コストである。また、広告は

１人称の情報であるため共感度が低いが、PR 戦略は３人称の

情報であるため共感度が高い。PR戦略を成功させるためには、

広告と同様にただ情報を整理して生活者に流すのではなく、

情報整理後にトレンドや新規性などの付加価値を付与するこ

とで生活者にとって流通価値のある情報を提供できる。 

そこで本研究では、PR 戦略に基づいて図 5.2 に示すフレー

ムワークによって研究を行う。まずは，高知県が現在行って

いる広告（旧メディア・新メディア共に）の問題点をメディ

アとターゲット層の観点から明らかにする。次に，ターゲッ

ト層から見た観光地の問題点とターゲット層に需要のある観

光地を全国データと独自アンケートから明らかにし、改善案

を考えていく。最後に、現在の高知県の広告法の問題点を解

消できる PR 戦略を使用した新メディアの発信方法を提案す

る。 

 

６．高知県の観光 PR の現状 

 高知県の観光 PR の問題をメディアの視点で分析する（表

6.1）。高知県は観光 PR を、ほっとこうちや龍馬パスポート、

フリーペーパー等の旧メディアに依存している。 

そのため、SNS（Social Networking Service）での PR がな 

 

表 5.1 広告と PR 戦略の違い 

 

 

図 5.1 PR 戦略 メカニズム 

 

 

図 5.2 フレームワーク 

 

 

高知県旧メディア
の 現状（紙媒
体・メディア）

高知県 新メ
ディアの現状
（ネット・
SNS）

高知県観光業の
問題点、改善案
の分析

新メディアでの

PR施策の考案
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香川県  

いことや、お店・宿泊先のネット予約が少ないこと、ネッ

ト上の観光地紹介等も少ないため情報が拡散しづらい状況に

ある。旧メディアだけでは新規観光客の獲得が困難であり、

これが課題となっている。 

次に立地条件がほぼ同じの他の四国３県の観光情報サイト

と比較分析する（図 6.1～4）。高知県以外の 3県の観光情報

サイトにはモデルコースの記載等の観光客視点で考えられた

コンテンツあったが、それに対して高知県のホームページは

観光情報が羅列しているだけである。さらに、ページのデザ

インもスマートフォン用に改良がされていない。 

 以上のことから、観光客視点で情報を整理することが必要

だと分かる。情報整理を行うためには、ターゲット設定が必

要となる。つまり、高知県の観光 PR の大きな問題点はターゲ

ット設定がされていないことである。このことが原因となり、

高知県は PR 訴求効果が低いと考えられる。 

 

表 6.1 高知県の紙媒体・メディア 

 

 

 

 

 

紙媒体・メディア 

フリーペーパー 

k＋（ケープラス）、ミリカ   

イートデイート  

ほっとこうち 

高知放送、テレビ高知、 

高知さんさんテレビ 

FM高知、高知シティエフエムラジオ放送、 

朝日放送高知支局 

高知新聞 

図 6.2 愛媛県 観光情報サイト 

図 6.1 香川県 観光情報サイト 
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図 6.3 徳島県 観光情報サイト 

 

図 6.4 高知県 観光情報サイト 

7．ターゲティング  

高知県観光のターゲット層を選定するため、旅行に関する

全国調査のデータ（じゃらんネット，2017）と高知の現状（高

知県庁，2017）を比較する。 

全国調査のデータから、最も旅行に対して関心度が高く伸

び代を期待できる層は 20 から 34 歳であることがわかった。 

この層の男女の関心度を比で表すと 約４：６となり、女性

のほうが高い関心を示していた。 

しかし、県外から高知県に来る観光客の 20 代男女比は 約

６：４であり、旅行の関心度の比に対して男女比が反対の結

果となった。 

つまり、主たる観光客である女性を取りこぼしていること

が分かる。 

以上のことから、高知県は旅行に対して関心度の高い 20 か

ら 34 歳女性の県外観光客を増やすべきであることが判明し

たため、これから伸ばすべきターゲット層は 20 から 34 歳女

性とする。 

 

８． 高知県 観光改善案 

アンケート結果と全国の人気旅行先調査のデータから高知

県観光地の強み・アピール方法を考える。 

図 7.1 からターゲット層である 20 から 34 歳女性にはおいし

いもの食べる旅行がもっとも需要があることがわかる。 

図 7.2 の都道府県魅力度ランキング見てみると地元ならでは

のおいしい食べ物が多かった部門で高知県が 1位を獲得して

いる。 

 以上のことから、高知県観光のアピールポイントは 20 から

34歳女性に対して地元ならではのおいしい食べ物の情報を発

信することだと考えられる。 

 

９． 独自アンケート調査 

 ターゲット層に需要のあるコンテンツを見つけるためにア

ンケート調査を行った。その結果が次の通りである。 

その概要は、有効回答者人数が５４名、福岡大学，山口県

立大学等 大学３，４年生女子が対象である。 

アンケート事項は以下の７つである。 

1. どの観光地なら行ってみたいか 

2. 食べてみたい食べ物 

高知県 
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図 7.1  今後一年以内に行ってみたい旅行 

 

 

図 7.2 2017 年度 都道府県魅力度ランキング 

 

3. アクティビティ 

4. よさこい祭り 認知度 

5. 四国周遊パス （四国高速道路乗り放題）認知度 

6. 高知に訪れづらい理由 

7. これがあれば行きたくなる 行く理由になるものを 

教えてください （記述） 

 

 その中でも、特に興味深い回答結果になった質問１の回答

を紹介する。（図 9.1, ） 

1 の回答結果だが、ターゲット層に当てはまる大学生女子は

旅行に対して地元ならではの食べ物（高知県ではカツオのた

たき等）を食べることに効用を見出しているにもかかわらず、

地元ならではの名産が食べられるひろめ市場の人気がとても

低いのである。 

このような結果を招いた要因を調査するため実際に県外の女

子大生でひろめ市場に訪れたことのある友人にひろめ市場の

イメージを聞いたところ、利用者が男性の中年層・年配層が

多いため入りにくかった、お店が密集しているためどこで何

を頼めばよいのか分からなかった、場の雰囲気に溶け込むこ

とができず去ってしまった、席が空いていなかったという意

見が多かった。観光できていることから値段は気にならない

ようだった。 

 以上のような原因からターゲット層へのリピート効果は期

待できないことが考えられる。ターゲット層を明らかにした

ことで高知県のどのコンテンツに需要があるのかを判明させ

ることができた。 

 このことから情報を整理することによって潜在価値が浮き

彫りになるため PR 効果を上げることが可能となると考えら

れる。 

 

図 9.1 アンケート結果 １ 

 

10．高知県の観光 PR 戦略 

 PR 戦略を使用していくため、コストをかけずに高知県の魅

力を発信することが重要となる。なおかつ、ターゲット層が

20 から 34 歳女性であるため、この年齢層に効果のある発信

方法を考えていく。 

 ターゲット層である２０から 34 歳 女性のアクティブユ

ーザー数が一番多い SNS（Social Networking Service）はイ

ンスタグラムである。また２０代は、インスタグラムのスイ

ーツ・カフェ投稿を参考にしているユーザーも多く存在する

ため、本研究のターゲット層への情報発信はインスタグラム
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が最も効果的であると考える。（図 10.1、図 10.2） 

 このことから、高知県自治体が運営するインスタグラムの

開設がコストをかけずにターゲット層に対して直接情報発信

していける PR 方法となる。新メディアを使用した具体的な高

知県の観光 PR 方法は以下のとおりである。 

まず、高知県のもともとある観光公式サイト「よさこいネ

ット」を再デザインをすべきである。現在の「よさこいネッ

ト」には観光客が見たいと思う情報を把握しづらいためであ

る。例えば、高知観光モデルコースを記載し、タイプ別に分

け載せる。自然満喫コース（仁淀川・四万十川 ラフティン

グ ログハウス宿泊 柏島 シュノーケル） 

地元ならでは美味しいものツアー（ひろめ市場 カツオのた

たき オムライス街道 四万十どんぶり街道 久礼大正市場） 

インスタ映えコース （梼原 沈下橋 UFO ロード にこ淵  

廃校水族館）などである。 

宿泊地のおすすめも同時記載することで、日帰りではなく宿

泊し帰ってもらえるようにしていく。 

自治体インスタグラムに土地勘のない観光客にわかりやす

いよう大雑把なもので構わないので観光客視点の情報を含ん

だイラストマップの掲載をしていく。以上のような観点の好

例として図 10.3 をあげることができる。 

そこでは、イラストにすることで頭に入ってきやすく見た

目の良さからもターゲット層への受けは良いのではないかと

考える。さらに、マップがあることで観光客は周辺地域を散

策してくれるため、お金が落ちやすくなる可能性があると考

えられる。 

 口コミ拡散が重要であるため、他の自治体も行っているイ

ンスタグラムを使ったフォトコンテストの実施も検討すべき

だと考える。フォトコンテストで同じハッシュタグで投稿し

てもらうことで高知県の投稿数が増え、情報が拡散しやすく

なるのだ。＃高知県 の件数を増やすことを第一目標とし、

活動していくべきだと考える。 

  

12．結論 

本研究で取り扱ったデータと独自アンケートの結果から、 

 若年層女性の需要が高知県にはあるにもかかわらず 

 取りこぼしていることが判明した。このことから、観光客視

点の情報を新メディアで発信していくことで、ターゲット層

である 20 から 34 歳女性の県外観光客の集客を期待できると

考える。 

一方、今後の課題として本研究での改善案は仮説であるた

め検証する必要がある。 
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